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1. 初めに

　EuroMini OCXモジュールインストーラ作成デザイナーをご購入いただき、誠にありがと
　うございます。

　本書は、OCXモジュールのインストーラ作成に関する機能概要・設定概要、及び作成処理
　を補佐する各種設定ファイルに関する情報が記載されております。
本製品をご利用になる前に、一読下さるようお願い致します。
1.1. 本書の目的と対象読者

本書の目的は、特定のOCX実行モジュールを簡易に利用できるようにする事を目的として作成されており、システムフォルダへのコピー及びレジストリ登録を実施します。
ですので、OCX実行モジュールの導入の補佐を検討されているユーザー様を対象として書かれており、また、Windows OSでのソフトウェアのインストール情報の管理内容に熟知されている事を想定しております。
・WindowsOSに置けるインストール/アンインストールの仕組みをご理解されている。

・OCX実行モジュールのインストーラ作成の習得を目的としている。

1.2. 提供されるモジュールの内容
提供されるモジュールは下記内容のモジュール、及び環境ファイルをご提供致します。
尚、ご提供致します環境ファイルの内容は参考例として定義しておりますので、実際

のインストール環境に合わせて編集して下さいますようお願い致します。

・インストールデザイナー実行モジュール（EuroMini.exe）
・インストール処理の実行モジュール（Installer.exe）

・インストール条件の設定ファイル（instbase.ini）

・本書。

1.3. EuroMiniが対象とするOS、及び推奨動作環境
EuroMiniインストールデザイナーは、特別なソフトウェアのインストールを実施して

いない標準的なWindows 2000上で稼働する事を前提として作成しておりますので、
　Windows 2000/XP/2003/Vista/7/2008の各OSで利用する事が可能です。
　尚、本実行モジュールは32ビット実行モジュールとして作成されており、また本実行

モジュールが作成するインストーラも32ビット実行モジュールのみを作成します。

64ビットインストーラの作成は行いません。
2. 　EuroMiniの位置付け、及び概要

EuroMiniは、処理画面の各設定フィールドに入力された値に基づいて、インストール

実行条件ファイルの作成・インストール対象ファイルの検証を行い、登録条件に矛盾

が無いと判断した場合、そのインストール条件ファイル及びインストール対象ファイル
をインストール実行ファイル（Installer.exe）に組込み、全ての情報を1ファイルに
収めたインストーラの作成を目的としております。
本処理を実施するにあたって、インストール対象ファイルはOCX実行モジュールの構成
要件を満たしている必要があります。
尚、OCX以外のファイルをインストーラに組み込む事は出来ません。
2.1. EuroMiniの位置付け
[image: image2.png]EuroMini{OCXEYa—Jb- 122+ —50 fER)

EuroMini A AF=STERER

AR VERRG
HERENIRET

WHROBET

FERL

AR HERD

s AR =Sl staler xe)

AVRF = AT AR

—OOETES 2 —ILITHH

AVRF = VHETA D





【機能概要】

・入力されたインストール条件及び情報を指定のインストール条件の保存ファイルに書込み、その

情報とインストール対象のOCXファイルその物をインストール実行ファイル内に内包させ、導入
用のインストール実行モジュールを作成する。
【運用手順】

・EuroMini本体モジュールを起動し、インストーラを作成する為に必要な各種情報の設定・保存後、

「インストーラの作成」ボタンをクリックしてインストーラの作成処理を行う。

・インストーラ作成要件に不備が存在した場合、その旨を知らせるメッセージが表示されるので、
その表示メッセージに従って設定内容の修正を行う。
2.2. EuroMiniの画面構成とその概要
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【プロジェクト情報】

・EuroMiniでは、インストーラの実行条件・表示情報を専用のプロジェクトファイルに保存します。
OCXのバージョン毎にインストーラの切り分けを行う事が出来ます。
・プロジェクト情報、及びアンインストーラの管理方法としてGUIDを採用しております。
　GUIDが違った場合、別のインストーラとして処理が行われます。
・1プロジェクト1セットアップ条件です。一つのプロジェクトファイルに複数のインストール

条件を割り当てる事は出来ません。
【セットアップ情報】

・インストーラの実行条件を設定します。また、本フィールドにインストール対象のOCXファイルの
　登録も行います。
・インストーラ・アンインストーラそれぞれの実行条件を設定します。
アンインストーラは、インストーラ実行ファイル（インストール条件・インストールファイルを内

包）からインストーラ本体のみを取出し、その実行モジュールをアンインストーラに用います。
・アンインストール情報の登録を実施する／しないの設定が可能です。
2.3. プロジェクト情報について
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【各フィールドについて】

	フィールド名
	内容
	説明

	プロジェクト名
	プロジェクト管理上で管理しやすい名称を設定
	本項目には制限はありません。個々のプロジェクトを管理する上で、分かりやすい名称を割り当てて下さい。

	プロジェクト

保存パス
	インストール要件が記載されたプロジェクトファイルの保管パス
	プロジェクト情報・セットアップ情報が記載されたプロジェクトファイルの保管先フォルダです。
任意のフォルダを選択出来ます。

	プロジェクト

GUID
	プロジェクト及びアンインストールの管理キー
	本情報が、それぞれのプロジェクト情報を分離管理するキーデータです。また、アンインストール時にそのアンインストールを一意に認識させるキーコードとなります。

	製品名称
	アンインストールの一覧情報に表示される名称情報
	アンインストールの一覧情報の名前欄に表示される名称です。

	製品バージョン
	アンインストールの一覧情報に表示されるバージョン情報
	アンインストールの一覧情報のバージョン情報の表示フィールドに表示される情報です。

	作成日付
	プロジェクトの作成日時
	

	更新日付
	プロジェクトの更新日時
	プロジェクトの、プロジェクト情報の各フィールドまたはセットアップ情報の各フィールドの編集処理を行い、その編集処理を確定（保存した）した日付です。

インストーラの作成日時は関係ありません。

	作成回数
	インストーラの作成回数
	インストーラの作成を行う毎に更新します。

	更新回数
	プロジェクトの更新回数
	プロジェクトの保存処理を行う毎に更新します。
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2.4. セットアップ情報について
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【各フィールドについて】
	フィールド名
	内容
	説明

	セットアップモジュール
	インストールの対象となるOCX実行モジュール
	必ずOCX実行モジュールを指定して下さい。また、OCXファイルとしての構成要件を満たしている必要が有ります。

	インストールOS
	インストーラの実行を許可するOSの選択
	本項目内のチェックされているOSに対してのみ、インストールが実行されます。

未チェックのOSの場合、設定エラーで終了します。

	セットアッププログラム名
	インストーラのファイル名称を入力
	インストール実行ファイルのファイル名を入力します。

尚、拡張子の入力は不要です。拡張子無しの形でファイル名の入力を行って下さい。

拡張子 “exe”はEuroMini側で付加します。

	作成プログラムの保存パス
	インストーラの保管パス
	インストール実行モジュールの保管先フォルダです。

任意のフォルダを選択出来ます。

	以下の項目は、インストール・アンインストールで同じ意味を持つ制御情報です
	
	

	通常タイプとして作成
	画面表示を伴う処理モード
	一般的なインストール/アンインストール画面の表示を行い、ユーザーの選択を待ちます。

	サイレントタイプとして作成
	インターフェース画面の表示無し
	無条件でインストール/アンインストールを実施します。

	重大な警告は知らせる
	実行時エラーの状況をPOPUP画面にて知らせる
	サイレントモードでのインストール/アンインストール時に処理を継続する事が困難な状況が発生した際に、その状況をPOPUP画面にて通知します。

	POPUPの設定
	POPUP画面の表示制御
	表示する時間を限定する場合に指定します。

	更新/削除エラーとして終了
	ファイル書き換え/ファイル削除エラーで処理を終了
	インストール予定のファイルの書き換えまたは削除が行えなかった場合、処理エラーで終了します。

	OS再起動での
	OS再起動時の処理を行うように指定
	OSの再起動時に指定の処理を行うように処理条件を登録して、正常処理として終了する

	リブート表示
	リブート表示の必要を通知
	指定の処理を完了させるためにはOSの再起動が必要な旨を知らせるメッセージを表示

	OS再起動の許可
	OS再起動処理の実行を許可する
	OS再起動の実行を許可する場合にチェックします。

但し、無条件で実行する事はありません。


・リブートメッセージ/OSの再起動を許可するは、作成するモジュールのタイプがサイレントタイプ

　の場合のみ有効となります。通常タイプで作成した場合、インターフェース画面の表示が行われま

　すので、リブート確認のメッセージ表示は無条件で行われます。
・OSの再起動を許可する項目をチェックした場合でも、リブートメッセージを表示の項目が未選択

の場合は、OSの再起動を実行する事は有りません。OSの再起動を許可する場合は合わせてリブート

メッセージの表示も有効にして下さい。
2.5. プロジェクト別の管理フォルダについて
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・EuroMini実行モジュールが存在するカレントディレクトリ上に、個々のプロジェクト別にその設定
　に関する固有の情報を管理する「InstallList」フォルダを作成します。
・「InstallList」フォルダ内にプロジェクト固有のキー「GUID」名で管理フォルダを作成します。
・個々のプロジェクト管理フォルダ内に、そのプロジェクト固有のインストール条件の設定ファイル

を保管・管理します。
【管理ファイル情報】

・「instbase.ini」本ファイルに、本プロジェクト固有のインストール設定が登録されています。

　実際のインストーラの作成を行う際は、本ファイルをインストーラ作成用の一時ワークファイルに

コピーし、そのコピーした本ファイルにインストール条件を編集し、編集後にインストーラ本体に

本ファイルを組込みます。
・「silent.dat」本ファイルは、任意のファイルであり本ファイルが存在しなくても問題ありません。
　本ファイルの役割は、インストーラが処理を開始した際、最初に実行するインストール条件の設定
　ファイルの展開に失敗した場合、その設定ファイル内に「通常 or サイレントセットアップ」に関

する情報が記載されておりますが、その情報が取得出来ない事になります。
「通常 or サイレント」の設定が確認出来ない場合、障害メッセージをPOPUP表示します。
そのPOPUP表示を抑制したい場合に、本ファイル（0バイトファイル）を作成して下さい。
インストーラ実行モジュールの特定のイメージデータの書き換えを行い、初期起動時の動作モード

をサイレントモードに設定します。

尚、本ファイルが存在した場合でも「通常セットアップ」のインストーラはインターフェース画面

の表示は行います。
・「codesign.txt」本ファイルは、コードサイニング証明書の組込みに関する情報を管理するファイル

です。コードサイニングの組込みを実施する設定にした場合のみ作成されます。
コードサイニング証明に関する設定を行わない場合は作成されません。
【運用上の注意点】

・「InstallList」フォルダ配下の各フォルダ名の変更等は行わないで下さい。また、個々の情報の

バックアップ等を行う場合は、「InstallList」フォルダをバックアップして下さい。
・「instbase.ini」ファイルは、iniファイルフォーマットのファイルです。本ファイル内に定義され

ている項目に対して、新たな項目の追加・定義済み変更名称の変更等は行わないで下さい。
・「silent.dat」ファイルは、0バイトの空ファイルを作成して下さい。但し、何らかの情報を記載し

ても問題はありません。

EuroMiniは本ファイルの存在のみを検証し、本ファイル内に定義されている情報等に対しての参照
は行いません。
インストール実行モジュールの起動時障害をPOPUPメッセージで知らせる事を有効にする場合は、

本ファイルの作成は行わないで下さい。

・「codesign.txt」ファイルは、EuroMiniで必要事項の編集は行いますので、本ファイルを直接開い
　て編集する行為は行わないで下さい。
2.6. プロジェクト管理の考え方について
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・導入OCXバージョン別に、インストール実行モジュールを作成したい場合に活用して下さい。

上記の例では、「1.4.6.0」「1.4.7.2」のバージョン別にインストール実行モジュールを作成します。

・1プロジェクト1OCXファイル登録ですので、1プロジェクトで複数のOCXファイルのインストーラ
　作成を行う場合は、インストーラの作成を行う都度

　対象インストーラの選択　→　プロジェクトの保管　→　インストーラの作成
　の一連の処理を行う必要があります。
・同一プロジェクトのインストーラをアンインストールすることなくインストールした場合、その

インストール情報は既存のインストール情報に上書きされます。
【別プロジェクトの同一OCXの同時インストールの注意点】
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・アンインストールの管理データは、個々のプロジェクトを管理する「GUID」データを用います。

インストール済みのOCXファイルのアンインストールを実施していない状態で、別のプロジェクト
のインストールを実施した場合、上記の状態となります。ですが、参照するOCXファイルは同一OCX

ファイルとなりますので、どちらかのアンインストールがエラーで終了します。
2.7. コードサイニング証明書の組込みについて
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	フィールド名
	内容
	説明

	コードサイニング証明書を組み込む
	コードサイニング組込み処理の有効無効
	コードサイニング証明書ファイルをインストーラに組み込む場合は、チェックして下さい。

	Toolパス
	証明書の組込み処理を実施するモジュールへのパス
	コードサイニング証明書ファイルの組込み処理を実際行うモジュールは、Micosoft提供のツールで実施します。
そのツールが存在するパスを登録して下さい。

	証明書ファイル
	コードサイニング証明書ファイル
	開発元／配布元の実在性や、ファイルの安全性を証明するためにコードサイニング証明書ファイルです。
Authenticode対応Digital IDである必要があります。

	パスワード
	証明書のパスワード
	本証明書を作成する際に指定したパスワードを設定して下さい。

	説明
	ユーザーアカウントダイアログの
プログラム名
	ユーザーアカウント制御ダイアログの画面上に表示される各情報の、プログラム名の箇所に表示される情報です。

	説明URL
	
	

	タイムスタンプを付加する
	タイムスタンプの組込みの有効無効
	ある時刻にその情報が存在していた事を証明する副署名情報です。

	URL
	タイムスタンプサービスへのURL
	画像ではVerisignのタイムスタンプサービスを
利用しています。


【各フィールドについて】
・EuroMiniでは、Micosoft社の「signtool.exe」を用いた組込み処理を想定しています。また、実際
　の動作検証においてもMicosoft社の「signtool.exe」での検証しております。本ツール以外を用い
　るのは不可とさせていただきます。
【コードサイニング証明書の組込み状況】
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・本証明書は、SonicWin個人として申請したコードサイニング証明書ファイルに基づいて実行して
おりますので、「確認済み発行元」には、SonicWin個人名が表示されています。

　証明書の発行手続きを行ったのが企業の場合は、その企業名が表示されるかと思います。

【サイレントモードとコードサイニング証明書】
・インストーラの設定情報として、サイレントタイプのインストーラとして作成した場合でもコード

サイニング証明書ファイルの組込みを有効にした場合、インストーラの実行時にデジタル署名に

関するPOPUP画面が表示されます。

本画面は、Windowsのプログラムローダーの制御下において表示されますので、EuroMiniが作成
するインストーラ側で本画面の表示/非表示の制御を行う事は出来ません。

2.8. インストール制御ファイルの各項目について
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・本ファイルにインストールを実施する際の各種条件及び情報を記載し、本ファイルの全体

イメージをインストール実行モジュールに組込みます。

・インストール実行モジュールは、本ファイルイメージの全データを一時作業フォルダに展開し、
展開したファイルから実行情報を取得します。
【システム共通環境】
	項目名
	内容
	説明

	InstallGUID
	アンインストール時のキーデータ
	プロジェクトに紐付いたGUIDコードを本項目に設定します。
本項目の編集は行わないで下さい。

	InstPgmName
	インストーラの名称
	プロジェクトの製品名称を本項目に設定します。
本項目の編集は行わないで下さい。

	InstVerMajor
	インストーラのメジャーバージョン
	プロジェクトの製品バージョン・メジャー情報を本項目に設定します。
本項目の編集は行わないで下さい。

	InstMinor
	インストーラのマイナーバージョン
	プロジェクトの製品バージョン・マイナー情報を本項目に設定します。
本項目の編集は行わないで下さい。

	InstVerBuild
	インストーラのビルドナンバー
	プロジェクトの製品バージョン・ビルドナンバーを本項目に設定します。

本項目の編集は行わないで下さい。

	InstExeName
	未使用
	未使用

	InstGuiTitle
	未使用
	未使用

	InstGuiCoName
	インストール実行モジュールの

画面左下の表示情報
	インストーラのインターフェース画面上の左下に表示される情報です。

任意の情報を設定する事が可能です。

	Administrator
	アドミニストレータ権限の確認
	インストールユーザーの権限情報として、アドミン権限の必要・不要の確認に使用します。

本項目の編集は行わないで下さい。

	InstallType
	インストーラの実行モード
	通常のインストーラかサイレントインストーラとして実行するかの確認に使用します。

本項目の編集は行わないで下さい。

	WarningType
	サイレント実行の警告表示
	サイレントモード実行時に、重大な警告の通知を行うか行わないかの確認に使用します。

本項目の編集は行わないで下さい。

	WarningType
	警告POPUPの表示タイプ
	警告表示を行う際に、そのPOPUP画面の表示タイムアウト設定の有無の確認に使用します。

本項目の編集は行わないで下さい。

	CopyError
	インストールファイルの更新モード
	インストール対象ファイルの更新を行った際にエラーが発生した場合、そのエラーに対する措置の確認に使用します。
本項目の編集は行わないで下さい。

	RebootMsg
	OSのリブート要求メッセージの表示
	サイレントインストーラで且つ、インストールファイルの更新エラー時の処理モードとして
「OS再起動でのファイル更新」の設定の場合に、
処理を完了させるためにはOSの再起動が必要な事を知らせるかの確認に使用します。

本項目の編集は行わないで下さい。

	RebootRun
	OS再起動の実行許可
	OSの再起動の実行を許可するかの確認に使用します。尚、本項目が有効になる条件は、
「リブートメッセージの表示」が有効な場合にのみ、本項目の確認が行われます。
本項目の編集は行わないで下さい。

	UnInstallRun
	未使用
	未使用

	InstOsVer
	インストール許可OSの設定
	本項目の編集は行わないで下さい。

	InstFileLen
	インストーラのファイルサイズ
	本項目の編集は行わないで下さい。


【インストールファイル情報】
	項目名
	内容
	説明

	InstFileName
	インストールファイルのファイル名
	インストール対象のファイルと登録したファイルのファイル名の部位を本項目に設定します。

本項目の編集は行わないで下さい。

	InstFileCRC
	インストールファイルの整合性検証
	インストール対象ファイルをインストーラ実行モジュールに組み込む際、組み込む直前に求めたファイルハッシュ値（SHA256を使用）を本項目に
設定します。

本情報の利用目的は、インストーラの改竄検知です。

本項目の編集は行わないで下さい。

	InstFileLen
	インストールのファイルサイズ
	インストール対象ファイル・OCXファイルのファイルサイズを本項目に設定します。
本項目の編集は行わないで下さい。


【アンインストール情報】
	項目名
	内容
	説明

	InstallType
	アンインストーラの実行モード
	通常のアンインストーラかサイレントアンインストーラとして実行するかの確認に使用します。

本項目の編集は行わないで下さい。

	WarningType
	サイレント実行の警告表示
	サイレントモード実行時に、重大な警告の通知を行うか行わないかの確認に使用します。

本項目の編集は行わないで下さい。

	WarningType
	警告POPUPの表示タイプ
	警告表示を行う際に、そのPOPUP画面の表示タイムアウト設定の有無の確認に使用します。

本項目の編集は行わないで下さい。

	DeleteError
	インストールファイルの削除モード
	インストール対象ファイルの削除を行った際にエラーが発生した場合、そのエラーに対する措置の確認に使用します。

本項目の編集は行わないで下さい。

	RebootMsg
	OSのリブート要求メッセージの表示
	サイレントインストーラで且つ、インストールファイルの削除エラー時の処理モードとして

「OS再起動でのファイル削除」の設定の場合に、
処理を完了させるためにはOSの再起動が必要な事を知らせるかの確認に使用します。

本項目の編集は行わないで下さい。

	RebootRun
	OS再起動の実行許可
	OSの再起動の実行を許可するかの確認に使用します。尚、本項目が有効になる条件は、

「リブートメッセージの表示」が有効な場合にのみ、本項目の確認が行われます。

本項目の編集は行わないで下さい。

	UnInstallComments
	アンインストール一覧のコメント
	自由に編集が可能です。

	UnInstallDspName
	アンインストール一覧の名前
	プロジェクトの製品名称を本項目に設定します。

本項目の編集は行わないで下さい。

	UnInstallCoName
	アンインストール一覧の発行元
	自由に編集が可能です。

	UnInstallCoURL
	アンインストール一覧の発行元URL
	自由に編集が可能です。

	UnInstaPgmURL
	〃　　のサポートURL
	自由に編集が可能です。

	UnInstUpdURL
	〃　　の更新URL
	自由に編集が可能です。
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・アンインストール項目の自由編集の可能な項目を編集した場合の表示状況です。

3. 　EuroMiniインストーラ
　OCXインストーラを通常タイプとして作成した場合、インターフェース画面の表示を行い

　ます。また、表示する各確認画面においても、表示タイムアウトはありません。
サイレントモードで作成した場合は、画面表示は行いませんので注意が必要です。
処理結果のステータスコードとしてプログラム終了コードを戻します。
3.1. インストーラインターフェース画面
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【セットアップ情報】

	項目名
	内容
	説明

	セットアップファイル
	インストールファイルのファイル名
	インストールファイル情報の

「InstFileName」の内容を表示します。

	モジュールバージョン
	インストールファイルのバージョン情報
	インストール対象ファイルのバージョンとして埋め込まれている値を表示します。

	インストーラ名称
	インストールの名称
	システム共通環境の

「InstPgmName」の内容を表示します。

	インストーラバージョン
	インストーラのバージョン情報
	システム共通環境のバージョン情報に定義されている内容を表示します。


3.2. アンインストーラインターフェース画面
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【セットアップ情報】

	項目名
	内容
	説明

	セットアップファイル
	インストールファイルのファイル名
	インストールファイル情報の

「InstFileName」の内容を表示します。

	モジュールバージョン
	アンインストールファイルのバージョン情報
	アンインストールファイルのバージョンとして埋め込まれている値を表示します。

	インストーラ名称
	インストールの名称
	システム共通環境の

「InstPgmName」の内容を表示します。

	インストーラバージョン
	インストーラのバージョン情報
	システム共通環境のバージョン情報に定義されている内容を表示します。


【アンインストールの処理フロー】








・削除エラーが発生した場合で「OS再起動でファイル削除」が有効な場合は、正常処理として処理を

終了します。

3.3. インストーラが戻す終了コード
	戻り値
	説明

	0
	インストーラは正常に処理を終了しました。

	11
	インストール条件定義ファイルのレングスエラー

データ長が0バイトととして取得されました。

	12
	インストール条件定義ファイルの書き込みエラー

データ長が0バイトととして取得されました。

	13
	インストール条件定義ファイルのレングスエラー

制御情報を一時ワークファイルに出力できませんでした。

	14
	インストール条件定義ファイルのレングスエラー

制御情報を一時ワークファイルに出力できませんでした。

	21
	インストール対象OSのアンマッチエラー

インストーラを実行したPCのOSは、インストール対象のOSとして設定されていません。
（インストーラ固有のエラーコード、アンインストーラは戻さない）

	22
	アドミニストレータ権限エラー
インストーラを実行したユーザーの権限が不足しています。

（インストーラ固有のエラーコード、アンインストーラは戻さない）

	23
	インストール対象ファイルの取り出しエラー
インストール対象ファイルをインストーラから切り出し際に、レングスアンマッチか一時ワークファイルへの書き込みエラーが発生しました。

（インストーラ固有のエラーコード、アンインストーラは戻さない）

	24
	インストール対象ファイルの取り出しエラー

インストール対象ファイルのファイルデータハッシュ値が違います。
（インストーラ固有のエラーコード、アンインストーラは戻さない）

	31
	インストール対象ファイルの更新エラー
インストールファイルをシステムフォルダにコピーした際にコピーエラーが発生しました。

	32
	アンインストール対象ファイルの削除エラー
アンインストールの対象ファイルの削除を実施した際に削除エラーが発生しました。

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	


インストール制御ファイルの


InstGuiCoName の値





製品名称





お願い


・本書に関する著作権はソニックウィンに帰属します。ソニックウィンの事前の許可なく、


本書の一部あるいは全部を複写・複製、再配布することを禁止します。


・本書および本製品は、予告なく変更されることがあります。


・本製品の使用効果については一切責任を負いかねますので、ご了承ください。





ソニックウィン





アンインストール対象のファイルの削除を試みる





アンインストール対象のファイルのレジストリを解除





インストール制御ファイルの


InstGuiCoName の値





製品バージョン





プロジェクト情報の


管理フォルダ





プロジェクト別に専用フォルダを作成


（GUIDをフォルダ名に採用）





削除OK





OCXファイルのレジストの再登録





アンインストーラの終了





アンインストール情報を削除





削除NG
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